
≪山場の闘い≫ 第３回交渉（会社の考え方）～回答指定日

☆組合員と交渉状況を共有し、本社抗議ＦＡＸ行動を展開しよう！
☆各職場で現場長要請行動を展開しよう！
☆３・１４全国統一職場集会に結集しよう！
☆座談会・常駐などを精力的に展開し、組織一丸となって闘おう！

次回、第４回交渉（回答指定日）は３月１７日（金）です。

ＪＲ貨物労組

２０２３年３月１０日
Ｎｏ．４５

中央本部は本日、第３回交渉を行ない、会社は現時点の考え方を示しました。

・輸送動向は、８月の大雨や１２月の風雪害等の影響もあり、昨日の時点で

１月期計画に対して、取扱い収入が約△１６億円となっている。

・物価上昇や水道光熱費の値上げについては十分認識している。しかし、会

社の厳しい決算見通しの中で、今後の会社運営に悪影響を及ぼさない範囲

でどこまで要望に応えられるか、社内議論を重ねているところである。

・現時点の会社の考え方として、ベアについては実施したいと考えている。

金額については昨年以上の提示ができるよう、引き続き社内議論していく。

中央本部は会社の考え方に対し、以下の通り強く指摘しました。

・昨年は０．１％のベア実施であったが、物価上昇に全く追いついておらず、

組合員は厳しい生活を強いられている。これまで回答してきた額の単位で

は話にならない。世間ではベア満額回答が相次いで報道されており、組合

員の期待も高まっている。

・現時点、会社の考え方との乖離は大きい。回答指定日にむけて、職場の実

態や組合員の生活実態を含め、社内で議論すること。
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